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2ERL推進室, 〒305-0801つくば市大穂1-1

　
開催概要
第22回FELとHigh-Power Radiation 研究会（平成27年度第5回量子ビーム科学研究施設研究会）の開催について下記の通りご案内いたします。 

　

本研究会は、自由電子レーザー（Free-Electron Laser, FEL）と関連する分野に関する国内唯一の研究会として「FELとHigh Power Radiationに関するTopical Meeting」という名称で1990年から国内の関連する研究機関によりほぼ毎年開催されてきました。途中で名称を現在の「FELとHigh-Power Radiation研究会」に変更しながら継続され、今年で第22回目を迎えました。 

　

高エネルギー加速器研究機構としては1993年の第3回の開催以来、実に23年ぶりでの2回目の開催となります。 当時は本機構は高エネルギー物理学研究所の名称でした。その時の研究報告書には、「各機関における短波長FELの発振実験報告やFEL計画の進展等、我が国におけるFEL研究の着実な発展を強く印象つけるものであった、また将来の巨大加速に使用される大出力パルスクライストロンの開発に関する特別講演をもうけたが、長波長領域でのハイパワー高周波源の研究者には意義深いものであった。（一部抜粋）」とあります。当時は計画や実験報告の段階でまだまだ発展途上にあったFELと言っても過言ではないでしょう。あれから23年が経過した今では、国内のほとんどの赤外FELはすでに開発段階から利用段階に進み、高輝度RF電子銃は多くの加速器に実装され、当時の夢であったX線FELがすでに現実のものとなったことは、隔世の感を禁じ得ません。これも関連する研究者の方々の不断の努力が実を結んだ結果と考えられます。 

本研究会が、FELと最新の High-Power Radiation に関連した研究の現状と成果について活発な討論を展開する場となり、皆様の研究をさらに発展させる機会となることを期待いたします。 多数のご参加と講演の申し込みをお待ちしております。
日時：2016年1月21日（木）－22日（金）

会場：高エネルギー加速器研究機構、4号館1階セミナーホール

懇親会：1月21日（木）18:00～

問合せ先：高エネルギー加速器研究機構　物質構造科学研究所　放射光事務室

現地世話人代表：河田　洋

(事務担当：加藤 龍好、山崎 多鶴子）

mail：erl-sec@pfiqst.kek.jp

電話：029-864-5635

url：http://pfwww.kek.jp/PEARL/FEL_HPRadiation/index.html
＜講演要旨について＞

研究会当日に参加者に講演要旨を配布しますので、A4一枚の講演要旨のPDFファイルをメール添付にて事務局までご提出願います。

講演要旨提出期限：平成27年1月5日（火） 　

講演要旨の書式は、厳密ではありませんが、概ね下記の体裁で作成願います。 

· 上下左右の余白を各20mm 

· 講演題目（12pt）中央寄せ（1段組み）

· 共同発表者を含む発表者氏名（11pt）中央寄せ（1段組み） 

· 所属（11pt）中央寄せ（1段組み）

· 本文を2段組み（10.5pt）
